
17

◆誌上発表

発　表　誌 発　表　題　名 氏　　名

注：氏名欄（ ）は所外機関所属者

注：氏名欄（ ）は所外機関所属者

新薬等紹介
平成20年7月1日～平成20年9月30日までに承認された新薬等を紹介します。

詳細については、当所HPの動物用医薬品データベースをご覧ください。

発表学会・研究集会名 演　　題 氏　　名

第146回日本獣医学会学術集会
（H20.9.25）

大分県内のブリ属魚類から分離され
た類結節症菌の遺伝子型の変遷

木島まゆみ、（福田穣、）野牛一弘

第146回日本獣医学会学術集会
（H20.9.25）

ブロイラー鶏と市販鶏肉から分離さ
れ た 多 剤 耐 性 S a l m o n e l l a

Schwarzengrund

浅井鉄夫、（村上光一、）小澤真名緒、
小池良治、石川整

第146回日本獣医学会学術集会
（H20.9.25）

4/91遺伝子タイプの鶏伝染性気管支
炎ウイルス国内分離株とワクチン株
との遺伝学的性状比較

嶋h洋子、渡辺有美、（堀内隆史、谷
村千栄子、）中村成幸

日本獣医師会雑誌
61, 557 - 560, 2008

近年における動物用狂犬病ワクチン
の副作用の発現状況調査

蒲生恒一郎、小川孝、（衛藤真里子）

鶏病研究会報
44 (1), 21 - 26, 2008

2003～2005年に国内で分離された伝
染性気管支炎ウイルスの性状

嶋h洋子、（原田麻希子、堀内隆史、
谷村千栄子、）中村成幸、鈴木祥子

Zoonoses and Public Health
55, 323 - 327, 2008

Validation and Standardization of
Virus Neutralizing Test Using Indirect
Immunoperoxidase Technique for the
Quantification of Antibodies to
Rabies Virus

T. Ogawa, (K. Gamoh, H. Aoki, R.
Kobayashi, M. Etoh,) M. Senda, (N.
Hirayama, M. Nishimura, R.Shiraishi,
A. Servant, F. Cliquet)

Microbiology and Immunology
52 (10), 469 - 478, 2008

A taxonomic study on erysipelothrix
by DNA-DNA hybridization experi-
ments with numerous strains isolated
from extensive origins

Toshio Takahashi, (Tomohiko
Fujisawa, Annu Umeno,) Takashi
Kozasa, (kinya Yamamoto, Takuo
Sawada)

品　　名 製造販売業者 承認年月日 規制区分

ポーシリスPCV 株式会社　インターベット H20.7.17 指定医薬品、劇薬、要指示医薬品
製剤区分（薬効分類）生物学的製剤（ワクチン類、ウイルスワクチン類）

主成分
2.0mL中

Spodoptera frugiperda 細胞培養豚サーコウイルス2型オープンリーディングﾌﾚｰﾑ2遺伝子組換えバキュロ
ウイルスBacPCV2-Orf2;98-99株不活化液　　　　　　　　　　　　　　ELISA抗原価5000単位

対象動物
豚（3週齢～9週齢）。ただし、豚サーコウイルス2型の感染時期が早期な場合、又は母豚からの
移行抗体の保有レベルにばらつきが認められる場合には、3日齢以上。

効能及び効果 豚サーコウイルス2型感染に起因する死亡率の改善及び増体量の低下の改善

用法及び用量
3週齢から9週齢の豚にワクチンの2ｍLを1回、頚側部筋肉内に注射する。ただし、豚サーコウイ
ルス2型の感染時期が早期な場合、又は母豚からの移行抗体の保有レベルにばらつきが認められ
る場合には、3日齢以上の豚にワクチンの2mLを3週間隔で2回注射すること。

使用禁止期間／休薬期間 －

（動生剤）液状不活化 無

剤型 反芻動物由来物質有無 由来物質名 由来物質動物 由来物質原産国 由来物質臓器名等

鶏病研究会報
44（増刊号）, 37 - 45, 2008

鶏の豚丹毒菌感染症における最近の
知見

高橋敏雄、小佐々隆志、原田知記


